鎌倉市自治基本条例策定市民会議第３７回策定委員会　会議の概要
	日　　時　　　　　　　平成２０年７月１０日（木）　午前１０時～１２時

	場　　所　　　　　　　鎌倉市役所　第３分庁舎７０２会議室

	出席者：柳下、郡司、小泉、平倉、小田切、渡辺、橋爪、宅見、児島、三嶋、松山、鈴木

（推進委員会：幸道、山村）

欠席者：木戸、太田、松本
議事進行担当：議長　小泉

事務局：渡邊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

	会議の概要

●周辺の状況について小泉委員長より報告

・神奈川県の自治基本条例は、この9月の県議会に上程される見通しで、今年度中には成立する

可能性が高い

・県議会の議会基本条例も、急速にまとまりつつあり、自治基本条例と同じタイミングで成立するかも知れない

・藤沢市は、検討グループのまとめ案がでたようで、今年度中に成立する見通しだ

・茅ヶ崎市は、市民グループで検討中だが、やはり今年度中の成立を目指しているようだ

●各グループからの報告（前回の合同委員会6月24日以降の活動状況）

【策定部会】

・第1グループ：6月27日に開催。地区協議会について討論した。次回は7月10日の予定

・第6グループ：7月2日、4日、9日、12日に開催し、22項目の案をまとめつつある。15日の合同委員会までにまとめ、策定委員会に提出したい

・第2～第5グループは、第1と第6グループのまとめが出てくるのを待っている

【支援部会】

・活動報告はなし

・意見として、5月の市民活動支援センターのフェスティバル参加については、先回の全体会で書面での報告となっているが、次回の全体会で少し時間をもらいコメントしてはどうか。また、作成したパネルをPI活動で使用して欲しいという意見もあった
●各グループの意見の調整をどう行うか

・第6グループは根本的な見直しを主張しており、そのための資料を用意している。この資料が出揃った段階で取りまとめができるものと考える

・第6グループの資料は現在の大綱案と対照できるものとしてほしい

・第6グループの資料は、まず、策定委員会に提出してほしい。7月15日の合同委員会で協議し、全体会の資料とする項目かどうかを決めたい。必要であれば第6グループの説明をお願いしたい

●中間取りまとめについて

【主な意見】

・まとめるのは大綱か素案か⇒素案だ

・素案大綱を取りまとめ（案をとり）、次に素案を策定するという流れは変わらないか⇒変わらない

・中間取りまとめを行うことで、課題を浮き彫りにできると考える

・中間取りまとめ前に地区協議会など新しい制度についてＰＩを行う必要がある

・ＰＩのテーマは新しい制度だけではない。環境、緑など政策的な項目も加えてほしい

・ＰＩ資料については、何が議論のテーマになっているか、場合によっては両論併記で具体的にまとめたものとしたい

【決定事項】

・条例の性格、目的、地区協議会など市民参画のための制度についての全体会での議論を取りまとめ、7月31日全体会の議論を経てＰＩ用の取りまとめを行う

・ＰＩの結果を踏まえ、中間取りまとめを行う（8月21日以降9月18日までに）

・9月中に最終的な取りまとめを行う

●その他

・7月15日合同委員会に向けて、第1、第6グループから資料が提出される。この資料については7月22日の合同委員会で協議する

・オンブズマンとの意見交換⇒8月6日（水）19時から

	特記事項

・次回の策定委員会は、合同委員会とし、7月15日（火）午前9時30分から（８０２会議室）、　その次を7月22日（火）午前（２０１会議室）とする。
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